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主な内容
村のようす

税・保険料の納期限

納期限までに納めましょう。
便利な口座振替もご利用く
ださい。

令和2年7月1日現在

世帯数
人　口
男
女
面　積

３０３（±０）
４９２（＋１）
２５４（±０）
２３８（＋１）
274.22k㎡

【７月３１日】
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発
行
／
上
北
山
村
役
場
　
　
編
集
／
総
務
課

・固定資産税　　　  第２期
・国民健康保険税　  第１期
・長寿（後期高齢者）保険料 第１期

― 毎月11日は「人権を確かめあう日」―

7/4　西原虫送り
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6月定例村議会・一般質問…………………
村工事入札……………………………………
村の出来事…………………………………
新型コロナウイルス感染症対策事業………
上北山村有料広告募集のお知らせ…………
空き家相談会………………………………
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お知らせ……………………………………
戦没者遺児の皆さんへほか…………………
年金だより…………………………………
保健師だより………………………………
村制130周年記念表彰ほか…………………

 
 
 
 

永年の功績に対して
表彰状が贈られました
永年の功績に対して
表彰状が贈られました

7月3日（金）、永年にわたり
上北山村の村長として村の舵
取りを努められた福西　力さん
に村制130周年記念として本村
より表彰いたしました。
氏は昭和６３年12月２３日か

ら平成２８年12月22日までの7
期２８年間、本村に奉職し、豊富
な経験と卓越した見識をもっ
て、地方自治の発展に貢献さ
れました。

２０２１年版２０２１年版 奈良県民手帳の
予約受付を開始します

奈良県民手帳の
予約受付を開始します
表紙は県章の色であるすほう色及び黒色の２種類から選んで
いただけます。
県内の官公庁や救急医療施設の住所一覧、県民相談窓口に
加え、人口や産業など、全国と県、市町村の主要統計データ、県
内の郵便番号、大和の主な年中行
事などの情報を掲載し、日記の
ページには、過去５年間の天気
マークも付いています。
一冊６００円で１１月に販売を予定

しています。
ご予約は８月３１日（月）までに役
場総務課で受け付けています。

令和２年６月号１３ページ「法務局」の記事において問合せ先に
誤りがありました。訂正してお詫び申し上げます。

１３ページ
【訂正前】奈良地方法務局桜井支局　TEL０７４４－４２－２８９６
【訂正後】奈良地方法務局五條支局　TEL０７４７－２２－２４８４

～伝統の火を絶やさない～
掲載記事の訂正とお詫び
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６
月
定
例
村
議
会
で
は
、
２
名

の
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
が
行
わ

れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
小
松
議
員

　
　
と
ち
の
木
セ
ン
タ
ー
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
利
用
計
画
と
遊
具

の
設
置
に
つ
い
て

　

昨
年
の
8
月
に
と
ち
の
木
セ

ン
タ
ー
の
外
構
工
事
が
行
わ

れ
、
駐
車
場
、
階
段
、
そ
し

て
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
水
溜
り
の
整

備
等
を
行
っ
て
い
た
だ
き
非
常

に
使
い
や
す
く
な
っ
て
お
り
ま

す
が
、
現
在
も
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

は
ロ
ー
プ
が
張
ら
れ
た
状
態
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
ど
の
よ
う
な
形
で
利

用
さ
れ
る
予
定
な
の
か
お
伺
い

し
ま
す
。

　

又
、
工
事
の
際
に
老
朽
化
し

た
遊
具
の
撤
去
も
合
わ
せ
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
に
入
っ
て
現
在
ま
で
の

間
、
と
ち
の
木
セ
ン
タ
ー
を
利

用
さ
れ
た
保
護
者
及
び
子
ど
も

さ
ん
は
４０
組
ほ
ど
お
り
ま
す
。

　

体
育
館
の
中
に
は
子
ど
も
達

が
遊
ぶ
遊
具
は
ほ
と
ん
ど
な
い

状
態
で
す
。

　

今
後
１
、２
年
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止
対
策
で

外
で
の
遊
び
が
主
体
と
予
想
さ

れ
ま
す
が
、
遊
具
は
子
ど
も
達

に
と
っ
て
は
宝
物
、
そ
し
て
健
康

増
進
の
為
に
も
設
置
を
考
え
て

い
た
だ
き
た
い
。

　
　
村
長

　

ま
ず
、
と
ち
の
木
セ
ン
タ
ー
の

大
規
模
な
改
修
工
事
を
行
っ
て
か

ら
２
年
と
な
り
ま
す
が
、
昨
年

は
外
構
工
事
と
し
て
階
段
改
修
、

駐
車
場
整
備
、
遊
具
撤
去
を
行

い
、
体
育
館
に
ラ
ン
ニ
ン
グ
マ
シ

ン
等
を
購
入
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
同
じ
く
外
構
工

事
と
し
て
南
側
出
入
口
階
段

下
の
舗
装
工
事
を
行
い
、
体

育
館
も
運
動
器
具
を
追
加
し

ま
し
た
。
ま
た
、
も
み
じ
図

書
館
に
図
書
の
増
補
も
図
る

予
定
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
と
ち
の
木
セ

ン
タ
ー
は
、
年
々
充
実
を
図
っ

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
施
設
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
村

民
が
こ
ぞ
っ
て
集
え
る
場
所
と
し

て
ス
タ
ー
ト
し
た
わ
け
で
す
が
、

シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
以
外
ま
だ
ま
だ

十
分
な
役
割
を
果
た
し
て
い
な

い
の
が
現
状
で
す
。

　

今
期
5
月
に
奈
良
県
と
河
合

周
辺
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
に
関

す
る
基
本
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

　

今
後
、
こ
の
施
設
の
充
実
を

図
る
上
で
新
た
な
出
発
点
に
な

ろ
う
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
上
で
議
員
の
ご
質
問
の

と
ち
の
木
セ
ン
タ
ー
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
利
用
計
画
と
子
ど
も
用
遊

具
の
充
実
を
ど
の
よ
う
な
形
で

す
す
め
て
い
く
か
と
い
う
質
問

で
す
が
、
こ
の
件
に
限
ら
ず
、

こ
の
施
設
は
村
民
が
こ
ぞ
っ
て

集
え
る
施
設
へ
の
充
実
を
目
標

に
や
ま
ゆ
り
学
園
の
児
童
、
生

徒
の
保
護
者
、
青
年
団
、
婦
人

会
、
寿
会
等
々
多
種
多
様
の
団

体
の
方
々
と
ご
相
談
を
申
し
上

げ
、
そ
の
ニ
ー
ズ
に
答
え
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

議
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て

も
ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
を
軸

に
、
と
ち
の
木
セ
ン
タ
ー
の
充
実

に
お
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。

■
岩
本
議
員

　
　
観
光
戦
略
に
つ
い
て

　

本
村
は
、過
去
に
お
い
て
も
、

ま
た
昨
年
度
末
に
策
定
さ
れ
た

総
合
計
画
に
お
い
て
も
、
観
光

立
村
を
大
き
な
柱
の
一
つ
で
あ

る
と
謳
っ
て
き
ま
し
た
。

　

実
際
本
村
に
は
大
峯
山
系
、

大
台
ヶ
原
と
い
う
国
内
的
に
は

か
な
り
有
名
な
山
岳
観
光
地

が
あ
り
、
ま
た
そ
こ
を
源
流
と

す
る
非
常
に
す
ば
ら
し
い
清
流

も
あ
り
ま
す
。

　

少
し
余
談
に
な
り
ま
す
が
、

十
数
年
前
に
日
本
に
来
て
い
る

留
学
生
を
世
界
遺
産
に
連
れ

て
行
こ
う
と
い
う
大
き
な
事
業

が
あ
り
、
そ
の
お
世
話
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

そ
の
際
、
東
ア
ジ
ア
出
身
の

留
学
生
さ
ん
達
は
、
と
に
か
く

川
の
水
に
触
り
た
い
と
騒
ぎ
に

な
り
ま
し
た
。

　

世
界
中
で
そ
の
ま
ま
す
く
っ

て
飲
め
る
よ
う
な
水
が
流
れ
て

い
る
河
川
と
い
う
の
は
非
常
に

少
な
い
わ
け
で
し
て
、
本
村
の

河
川
の
素
晴
ら
し
さ
と
い
う
の

は
非
常
に
秀
逸
な
も
の
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
大
蛇
嵓
、
行
者
還
、

大
普
賢
、
八
経
ヶ
岳
な
ど
、

急
峻
な
地
形
ゆ
え
の
絶
景
が

あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
に
見
ら
れ
る
非
常
に

豊
富
な
植
物
と
、
そ
の
植
物

が
織
り
な
す
季
節
ご
と
の
風

景
な
ど
、
歴
史
的
に
は
中
世

の
修
験
道
に
関
わ
る
貴
顕
た

ち
の
往
来
、
南
朝
の
悲
哀
に

か
か
る
物
語
も
こ
の
村
に
は

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
こ
れ
も
余
談
な
の
で

す
が
、
東
京
の
旅
行
業
界
の

方
と
紀
伊
山
地
、
特
に
奥
吉

野
を
滞
在
型
旅
行
商
品
の
下

見
と
い
う
こ
と
で
、
案
内
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

我
々
と
は
違
う
視
点
で
本

村
の
観
光
資
源
を
見
て
い
た

だ
い
て
、
非
常
に
心
強
く
感

じ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
資
源

を
村
内
施
策
に
お
い
て
き
ち

令
和
２
年

６
月 
定
例
村
議
会

一
般
質
問

問

問

問
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問

問

ん
と
活
用
で
き
て
い
る
の
か

と
省
み
る
と
き
、
は
な
は
だ

心
も
と
な
い
気
が
い
た
し
ま

す
。

　

観
光
と
い
う
の
は
宿
泊
、
飲

食
、
ガ
イ
ド
、
お
土
産
、
広
告
、

移
動
に
か
か
る
交
通
あ
る
い
は

道
の
整
備
等
非
常
に
す
そ
野
の

広
い
産
業
で
す
。

　

現
在
の
上
北
山
村
で
は
戦

略
的
な
施
策
を
生
み
出
す
機

会
や
実
行
す
る
た
め
の
マ
ン
パ

ワ
ー
が
充
実
し
て
い
る
よ
う
に

は
思
わ
れ
ま
せ
ん
。

　

今
の
我
々
の
体
制
で
は
、
な

か
な
か
広
い
す
そ
野
を
持
つ
業

態
に
対
し
て
、
き
ち
ん
と
し
た

コ
メ
ン
ト
も
出
来
ず
に
い
る
の

が
実
態
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思

い
ま
す
。

　

フ
ォ
レ
ス
ト
か
み
き
た
が

装
い
を
新
た
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
た
こ
の
機
会
に
、

腰
を
据
え
、
ぜ
ひ
『
上
北
山

村
観
光
戦
略
会
議
』
を
立
ち

上
げ
、
本
村
の
観
光
の
将
来

図
を
描
い
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
　
村
有
林
に
つ
い
て

　

村
有
林
の
施
策
に
つ
い
て
、

村
長
の
お
考
え
を
伺
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

か
つ
て
は
、
村
会
議
員
に

よ
る
現
地
視
察
も
行
わ
れ
て

お
り
、
早
朝
に
大
台
ヶ
原
を

出
発
し
、
日
が
暮
れ
て
か
ら

東
ノ
川
へ
下
っ
て
い
っ
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
現
在
、
我
々
議

員
は
お
ろ
か
役
場
の
職
員
で

さ
え
、
そ
の
よ
う
な
体
力
気

力
が
あ
る
よ
う
に
は
思
わ
れ

ま
せ
ん
。

　

膨
大
な
材
積
を
有
す
る
村

有
林
の
活
用
は
、
上
北
山
村

に
と
っ
て
貴
重
な
産
業
で
あ

る
、
林
業
を
支
え
る
た
め
財

産
で
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
最
近
で
は
、
森
林

は
経
済
的
な
視
点
か
ら
、
観

光
資
源
や
環
境
の
一
要
素
と

し
て
捉
え
る
視
点
も
加
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
林
野
庁
に
お

い
て
も
、
か
つ
て
杉
・
檜
の

人
工
林
か
ら
広
葉
樹
林
へ
の

転
換
な
ど
も
よ
う
や
く
施
策

の
一
つ
と
し
て
認
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

森
林
、
林
業
を
と
り
ま
く

経
済
的
環
境
は
決
し
て
余
談

を
許
し
ま
せ
ん
が
、
こ
の
よ

う
な
新
し
い
視
点
を
取
り
入

れ
て
、
森
林
組
合
や
J
パ
ワ
ー

な
ど
と
協
働
で
、
総
合
的
な

未
来
図
を
描
く
べ
き
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

一
見
関
係
の
な
い
と
思
わ
れ

る
国
道
、
県
道
な
ど
の
、
道

路
改
良
工
事
要
望
に
つ
い
て

も
、
地
域
の
安
全
安
心
防
災

を
第
一
義
と
し
つ
つ
も
、
観
光

産
業
の
振
興
も
ス
ト
ッ
ク
効
果

と
し
て
大
き
く
捉
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

観
光
庁
に
お
い
て
は
、
国
内

外
の
観
光
客
に
新
た
な
地
域
へ

来
訪
動
機
を
与
え
、
地
方
誘

致
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
平

成
２８
年
度
か
ら
テ
ー
マ
別
観
光

に
よ
る
地
方
誘
客
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
事
業
は
全
国
の
酒
蔵
、

食
、
文
化
、
ロ
ケ
地
な
ど
特
定

の
同
じ
テ
ー
マ
の
観
光
資
源
を

活
用
し
て
い
る
関
係
団
体
等
に

よ
り
構
成
さ
れ
る
複
数
地
域
に

よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
対
象
と

し
て
、
観
光
客
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
や
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
実
施

し
、
こ
れ
ら
の
結
果
等
を
踏

ま
え
た
共
通
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作

成
、
情
報
発
信
の
強
化
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
な
ど
に
よ
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拡
大
等
の
取
り

組
み
を
支
援
す
る
こ
と
で
観
光

資
源
を
磨
き
上
げ
、
地
方
誘

致
を
図
る
も
の
の
よ
う
で
あ
り

ま
す
。

　

目
的
、
ま
た
時
期
を
同
じ
く

し
て
、
本
村
の
観
光
業
の
核
と

な
る
フ
ォ
レ
ス
ト
か
み
き
た
が

6
月
１
日
に
無
事
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
を
機
に
上
北
山
村
観

光
戦
略
会
議
を
立
ち
上
げ
、

本
村
の
観
光
業
振
興
に
、
戦

略
的
な
意
味
合
い
を
持
た
せ
、

更
な
る
観
光
業
推
進
に
ま
い

進
す
べ
き
と
の
ご
提
案
で
す

が
、
ま
さ
に
そ
の
と
お
り
で

あ
り
、
貴
重
な
ご
意
見
ご
提

案
だ
と
重
く
受
け
取
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

そ
の
上
で
私
の
構
想
を
申

し
上
げ
れ
ば
、
基
本
的
に
は

日
本
版
D

M

O

（
地
域
の
観

光
資
源
に
精
通
し
、
地
元
と

連
携
し
な
が
ら
観
光
名
所
を

作
り
出
す
組
織
）
を
参
考
に
し

て
、
上
北
山
村
版
D

M

O
と

い
っ
た
組
織
を
立
ち
上
げ
、
そ

の
名
称
を
上
北
山
村
観
光
戦

略
会
議
と
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
多
種
多
様
な
関
係

者
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、
上

北
山
村
の
持
て
る
地
域
資
源

を
最
大
限
に
活
用
し
、
効
果
、

効
率
的
な
集
客
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
、
稼
げ
る
力
、

経
済
が
回
る
観
光
と
い
っ
た
地

域
づ
く
り
を
推
進
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
　
村
長

　

ま
ず
、
観
光
戦
略
会
議
の
設

立
に
つ
い
て
お
応
え
し
ま
す
。

　

昨
年
度
末
に
第
４
次
上
北
山

村
総
合
計
画
を
策
定
し
、
そ

の
中
で
も
観
光
産
業
の
振
興

は
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
て

お
り
、
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の
大
峯
山
系
、
東

の
大
台
ヶ
原
、
そ
れ
を
源
流
と

す
る
北
山
川
、
池
原
ダ
ム
湖
、

白
川
又
渓
谷
、
そ
し
て
歴
史
に

培
わ
れ
た
文
化
等
々
、
多
様
で

価
値
の
高
い
資
源
に
恵
ま
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
、
そ
の
よ
う
な
素
晴

ら
し
い
観
光
資
源
が
あ
り
な
が

ら
、
ご
指
摘
の
と
お
り
、
こ
れ

ま
で
は
こ
れ
ら
を
十
分
に
活
か

し
た
、
戦
略
的
活
用
は
不
十
分

で
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

観
光
業
は
議
員
の
お
っ
し
ゃ

る
と
お
り
、
す
そ
野
の
広
い
産

業
で
あ
り
、
地
方
創
生
の
切
り

札
で
も
あ
り
ま
す
。



4

広　報 かみきたやま

伝統行事　虫送り
　7月4日（土）、西原地内で「虫送り」が行われました。

　今年は新型コロナウイルス感染症の影響により、開催が危ぶまれましたが、小規模ではありますがソーシャル

ディスタンス（人的接触距離の確保）に気をつけながら開催し、240年以上続く伝統を守ることができました。

　参加者たちは火を灯した松明を片手に「おーくったー　おーくったー　むしおーくったー」の掛け声の中に、

「コロナもおーくったー」の掛け声もおりまぜながら、西原地内を歩きました。

アユ釣り解禁
　6月14日（日）、北山川、小橡川など村内の河川においてア

ユ釣りが解禁されました。

　早朝より、この日を待ちわびた多くの釣り客たちがアユ釣り

を楽しみました。

２名消防団に入団しました
　6月10日（水）、村消防団辞令交付式が行われました。

　新たに２名の方が入団し、小松団長から辞令書が手渡されまし

た。

　新入団員を代表して小谷　隆司さんが宣誓書を読み上げました。

　2名の方は下記の分団に配属されました。

　小谷　隆司さん（小橡分団）
　真下　修平さん（小橡分団）

村の出来事Topics

村
工
事
入
札

（
敬
称
略
）

■
は
工
事
名
、（
）
内
は
場
所

❶
契
約
金
額
、❷
請
負
人

■
薬
師
橋
塗
装
工
事

　
　
　
　
　（
河
合
地
内
）

❶
1,
5
8
3
万
6,
7
0
0
円

❷
㈱
吉
野
組

■
上
北
山
村
防
災
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
整
備

事
業（
防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
）整
備
工
事

　
　
　
　
　（
村
内
全
域
）

❶
1
億
３,
7
1
7
万
円

❷
日
本
電
通
㈱
奈
良
支
店

■
林
道
ナ
メ
ゴ
線
災
害
復

旧
工
事
（
令
和
元
年
台
風

１０
号
災
害
第
一
号
箇
所
）

　
　
　
　
　（
西
原
地
内
）

❶
3,
3
3
8
万
６
０
０
円

❷
㈱
南
都
工
業

■
村
道
小
橡
５
号
線
舗
装
工
事

　
　
　
　
　（
小
橡
地
内
）

❶
2
0
8
万
4,
5
0
0
円

❷
㈱
南
都
工
業

■
林
道
白
川
又
線
災
害
復
旧

工
事
（
令
和
元
年
台
風
１０
号
災

害
第
1
号
箇
所
）

　
　
　
　
　（
白
川
地
内
）

❶
3
5
4
万
5,
3
0
0
円

❷
㈱
門
田
建
設

■
林
道
深
瀬
谷
線
維
持
工
事

　
　
　
　
　（
白
川
地
内
）

❶
3
5
7
万
8,
3
0
0
円

❷
南
部
開
発

■
労
務
対
策
道
黒
瀬
谷
線
維
持
工
事

　
　
　（
河
合
・
白
川
地
内
）

❶
1
4
9
万
7,
1
0
0
円

❷
㈱
門
田
建
設

■
林
道
水
太
和
佐
又
線
交
通

安
全
施
設
整
備
工
事

　
　
　
　
　（
西
原
地
内
）

❶
61
万
8,
2
0
0
円

❷
㈱
K
興
業

■
林
道
サ
ン
ギ
リ
線
測
量
設
計
委
託
業
務

　
　
　
　
　（
河
合
地
内
）

❶
1
9
2
万
5,
0
0
0
円

❷
㈱
谷
本
測
量
設
計
事
務
所

■
林
道
和
佐
又
線
測
量
設
計
委
託
業
務

　
　
　
　
　（
西
原
地
内
）

❶
1
3
3
万
6,
5
0
0
円

❷
㈱
す
ぎ
た
測
量
設
計
事
務
所

■
和
佐
又
山
ヒ
ュ
ッ
テ
解
体
工
事

　
　
　
　
　（
西
原
地
内
）

❶
１,
3
3
1
万
円

❷
㈱
中
村
組

■
と
ち
の
木
セ
ン
タ
ー
整
備
工
事

　
　
　
　
　（
河
合
地
内
）

❶
58
万
3,
0
0
0
円

❷
㈱
K
興
業

４
月
９
日
入
札

６
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次
に
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上
北
山
村
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林
業
に
つ

い
て
の
展
望
に
つ
い
て
で
す
が
、
村

有
林
の
概
要
と
い
た
し
ま
し
て
、

現
在
の
と
こ
ろ
面
積
３
，
５
３
５

ha
、
材
積
に
し
て
７３
万
８
，
０
０
０

㎥
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
内
、人
工
林
面
積
は
全
体
の

約
19

％
の
６
７
２
ha
、
材
積
に
し
て

２２
万
２
，
０
０
０
㎥
と
な
っ
て
お
り
、

60
年
生
以
上
の
人
工
林
は
６２

ha
、

材
積
に
し
て
３
万
㎥
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

ご
質
問
の
中
の
村
有
林
の
視
察

に
つ
い
て
は
平
成
２７
年
に
西
原
入

谷
山
、小
橡
オ
オ
ヒ
ジ
山
、小
平
山
、

白
川
川
原
下
シ
山
、
成
谷
山
等
の

視
察
が
最
後
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

村
有
林
の
施
業
に
つ
い
て
は
、

平
成
２５
年
よ
り
国
庫
事
業
に
よ

り
、
古
富
木
山
、
川
原
下
シ
山
、

大
道
山
、
入
谷
山
の
約
３５

ha
の
間

伐
作
業
を
実
施
し
て
き
て
お
り

ま
す
。

　

今
年
度
は
成
谷
山
に
お
い
て

５
ha
の
間
伐
作
業
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
林
業
の
取
り
巻
く
経

済
的
環
境
の
厳
し
さ
は
相
変
わ
ら

ず
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な

状
況
下
に
お
け
る
当
村
の
林
業
の

展
望
を
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
ず
、
森
林
と
は
樹
木
が
あ
る

程
度
集
団
的
に
生
息
し
て
い
る
場

所
や
樹
木
の
相
対
的
な
も
の
を
指

し
ま
す
が
、
そ
の
機
能
と
し
て
水

源
の
涵
養
、
国
土
保
全
、
生
物

多
様
性
の
保
全
、
保
健
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
、
文
化
の
維
持
及
び

継
承
、そ
し
て
木
材
の
生
産
と
い
っ

た
多
岐
に
わ
た
る
も
の
を
有
し
て

お
り
、
こ
れ
ら
の
機
能
の
発
揮
を

通
じ
て
、
国
民
生
活
及
び
国
民
経

済
を
支
え
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　

そ
し
て
こ
の
森
林
の
持
つ
機
能

の
一
つ
、
木
材
の
生
産
が
林
業
に

あ
た
る
と
思
い
ま
す
。

　

林
業
と
は
簡
単
に
言
え
ば
木
を

植
え
、
育
て
、
あ
る
程
度
に
な
れ

ば
、
切
っ
て
売
り
、
お
金
に
し
て

生
計
を
た
て
て
い
く
こ
と
で
あ
り

ま
す
が
、
近
年
に
お
い
て
は
植
林

か
ら
伐
採
に
い
た
る
手
間
賃
に
見

合
う
だ
け
の
素
生
産
収
入
が
得
ら

れ
な
い
の
が
実
情
で
あ
り
ま
す
。

　

と
は
言
え
、
森
林
の
も
つ
公
益

的
機
能
の
発
現
、
持
続
可
能
な
資

源
等
を
鑑
み
れ
ば
、
採
算
が
合
わ

な
い
か
ら
と
い
っ
て
放
置
す
る
と

い
う
選
択
肢
は
あ
り
え
ず
、
国
と

し
て
も
補
助
金
を
出
し
て
で
も
森

林
を
守
っ
て
い
く
姿
勢
で
あ
る
と

私
は
理
解
し
て
い
ま
す
。

　

村
有
林
へ
の
投
資
は
、
収
支
的

に
は
プ
ラ
ス
に
な
り
に
く
い
と
は

思
わ
れ
ま
す
が
、
当
村
の
林
業
の

占
め
る
割
合
が
高
い
こ
と
、
環
境

や
観
光
に
対
す
る
配
慮
か
ら
森
林

整
備
事
業
を
進
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

合
わ
せ
て
小
規
模
林
家
の
施
業

放
置
林
が
問
題
に
な
っ
て
お
り
、

林
地
を
売
り
た
い
と
い
う
意
向
も

聞
き
ま
す
。

　

村
あ
る
い
は
別
の
団
体
で
購
入

し
て
、
森
林
の
持
つ
公
益
的
機

能
の
確
保
、
撫
育
、
育
林
事
業

の
フ
ィ
ー
ル
ド
提
供
に
供
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

整
備
さ
れ
た
森
林
が
あ
っ
て

の
村
と
考
え
、
今
後
と
も
森
林

整
備
事
業
を
進
め
て
ま
い
る
所

存
で
す
。
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広　報 かみきたやま

新型コロナウイルス感染症予防のために、基本的感染対策としてマスクの着用・丁寧な手洗いも

しくは手指消毒薬の使用が効果的であり、今後も多くの感染予防用品の需要が見込まれます。

このような中、新型コロナウイルス感染症予防・あるいは感染拡大防止の目的のため使い捨てマ

スク・手指消毒薬・ハンドソープの配布を行います。（配布時期は8月下旬頃の見込みです。）

村内に住所がある世帯

・世帯ごとに使い捨てマスク（50枚入り）1箱、手指消毒薬１個、ハンドソープ1個を送
付します。

・1歳児～中学生までの子どものいる家庭には子ども用マスク（50枚入り）を1箱追加。 新型コロナウイルス感染症緊急経済対策の一環として、国の地方創生臨時交付金・県の県内消費
喚起支援事業費を活用し、村民1人当たり4万円の商品券を配布いたします。

【対象者】
基準日までに住民基本台帳に登録されている方

【受渡方法】
使用開始日までに各世帯へ発送します。

【使用可能期間】
令和２年８月１日（土）～令和３年１月３１日（日）

【交付額】
１名４０，０００円
※交付対象者が属する世帯の世帯主に交付対象者全員に係る分を
　一括してお送りします。

※詳細については下記へお問い合わせください。

感染予防用品の配布について かみきた生活応援商品券かみきた生活応援商品券

お問い合わせ 役場建設課水道係　☎2-0001

　上北山村では、新型コロナウイルス感染症に関連した経済的影響を踏まえ、生活支援及び経
済的負担の軽減から水道料金の【基本料金】を６ケ月間減免（無料）します。 
　この減免については、利用者からの手続きは不要です。 

支援内容 
　●水道料金の基本料金（基本水量10㎥を含む）1ケ月当たり1,320円を減免します。 
　　※基本水量（10㎥）以上に使用される超過水量分についてはご請求することになります。 

減免期間 
　●期間は令和2年6月分（8月検針分）から11月分（12月検針分）の6ケ月分です。 

水道料金の基本料金減免について水道料金の基本料金減免について

お問い合わせは

役場保健福祉課　TEL：３－０３８０

※詳細については下記へお問い合わせください。

【対 象 者】

【実施方法】

かみきた生活応援商品券についてのお問い合わせは

役場住民課　TEL：2－０００１

新型コロナウイルス
感染症対策事業

新型コロナウイルス
感染症対策事業



7

広　報 かみきたやま

新型コロナウイルス感染症予防のために、基本的感染対策としてマスクの着用・丁寧な手洗いも

しくは手指消毒薬の使用が効果的であり、今後も多くの感染予防用品の需要が見込まれます。

このような中、新型コロナウイルス感染症予防・あるいは感染拡大防止の目的のため使い捨てマ

スク・手指消毒薬・ハンドソープの配布を行います。（配布時期は8月下旬頃の見込みです。）

村内に住所がある世帯

・世帯ごとに使い捨てマスク（50枚入り）1箱、手指消毒薬１個、ハンドソープ1個を送
付します。

・1歳児～中学生までの子どものいる家庭には子ども用マスク（50枚入り）を1箱追加。 新型コロナウイルス感染症緊急経済対策の一環として、国の地方創生臨時交付金・県の県内消費
喚起支援事業費を活用し、村民1人当たり4万円の商品券を配布いたします。

【対象者】
基準日までに住民基本台帳に登録されている方

【受渡方法】
使用開始日までに各世帯へ発送します。

【使用可能期間】
令和２年８月１日（土）～令和３年１月３１日（日）

【交付額】
１名４０，０００円
※交付対象者が属する世帯の世帯主に交付対象者全員に係る分を
　一括してお送りします。

※詳細については下記へお問い合わせください。

感染予防用品の配布について かみきた生活応援商品券かみきた生活応援商品券

お問い合わせ 役場建設課水道係　☎2-0001

　上北山村では、新型コロナウイルス感染症に関連した経済的影響を踏まえ、生活支援及び経
済的負担の軽減から水道料金の【基本料金】を６ケ月間減免（無料）します。 
　この減免については、利用者からの手続きは不要です。 

支援内容 
　●水道料金の基本料金（基本水量10㎥を含む）1ケ月当たり1,320円を減免します。 
　　※基本水量（10㎥）以上に使用される超過水量分についてはご請求することになります。 

減免期間 
　●期間は令和2年6月分（8月検針分）から11月分（12月検針分）の6ケ月分です。 

水道料金の基本料金減免について水道料金の基本料金減免について

お問い合わせは

役場保健福祉課　TEL：３－０３８０

※詳細については下記へお問い合わせください。

【対 象 者】

【実施方法】

かみきた生活応援商品券についてのお問い合わせは

役場住民課　TEL：2－０００１

新型コロナウイルス
感染症対策事業

新型コロナウイルス
感染症対策事業
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広　報 かみきたやま

上北山村有料広告募集のお知らせ

■日時　　令和2年8月1日（土） セミナー 午後1時～2時 
　　　　　　　　　　　　　 相談会    午後2時15分～4時15分 

■場所　　下北山村　寺垣内コミュニティセンター
            〒639-3803　奈良県吉野郡下北山村大字寺垣内771

■費用　　無料

＊新型コロナウイルス感染拡大防止のため、会場内の換気、マスクの着用、入館時の手の消毒等にご
協力をお願いします。また、感染予防対策のためセミナー・相談会の参加は予約制とさせていただ
きます。ご予約は下記の連絡先で承ります。7月29日（水）までにお願い致します。

　村では、村の保有する資産を有効活用して、新たな財源を確保し村民サービスの向上に
努めるとともに、民間事業者へ広告媒体の提供を行うことで地域経済の活性化を図るた
め、広告事業を実施しています。

〇特定非営利活動法人空き家コンシェルジュ
（奈良県橿原市小房町9-32) 

〇下北山村役場　地域創生推進室 

〇上北山村役場　企画政策課 

空き家セミナー・
相談会を開催します！【予約制】
空き家セミナー・
相談会を開催します！【予約制】

●例えば、こんなお悩みはありませんか？ 
■年に何度か（盆・正月や法事の時）は帰るため、家を売ったり貸したりはできないが、十分な

管理ができていない。 

■空き家にかかる管理や修繕の費用を抑えたい。

そんな、空き家の「どうすればいいのかわからない！」に対して、維持管理の方法や、今まで

考えていなかったような活用方法まで「建築」・「税務」・「法務」といった幅広い分野の専

門家がしっかりと話を聞き、実際の家を見て（調査して）どのように管理、活用していくか

を提案します。 

下北山村・上北山村の合同で相談会を開催いたします。 

ご予約・お問い合わせ先

7月29日（水） までに
ご予約をお願いします。

空き家を所有されている皆さま 

NPO法人で奈良県初の「空き家管理」に特化した団体です。行政や地域との連携をはじめ、
建築・税務・法務など各専門家スタッフによる、奈良県内の空き家を通して地域活性につなげ
ていく活動を進めています。

TEL 0744一35一6211

TEL 07468一6一0001 

TEL 07468一2一0001 

●特定非営利活動法人空き家コンシェルジュについて●特定非営利活動法人空き家コンシェルジュについて

お問い合わせ 役場総務課　TEL 2-0001

■ 掲載可能媒体
　広報紙、各戸配布物（広告チラシ）、ホームページ、かみきた通信

■ 広告掲載の位置
　広　 報　 紙 ： 広報紙最終ページの指定された位置
　ホームページ ： トップページ
　かみきた通信 ： トップページ（お知らせ）
　

■ 広告の規格
　広　 報　 紙 ： 縦６cm×横10．5cm
　各 戸 配 布 物  ： A4サイズ又はA3サイズ

　ホームページ ： 縦1.5cm×横5.5cm（バナー広告）
　かみきた通信 ： 表題26文字以内　原稿２００文字以内　
　　　　　　　　添付ファイル（JPEG又はPING）10MB以下

■ 申込方法
　上北山村有料広告掲載等申込書（様式第１号）に掲載しようとする広告案を添えて
　期限までに役場総務課へ提出してください。
　

■ 広告掲載料
　広　 報　 紙 ： 20,000円/回
　各 戸 配 布 物  ： １枚20円※枚数は広報紙の印刷部数と同数とします。

　ホームページ ： 20,000円/月
　かみきた通信 ： 3ヶ月掲載　４,０００円/回（放送後、３ヶ月掲載）　
　※ただし、村内事業者は広告料を４分の１とします。

　このほか、詳細は役場総務課、または村ホームページをご確認ください。　

（広告チラシ）

（広告チラシ）
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広　報 かみきたやま

上北山村有料広告募集のお知らせ

■日時　　令和2年8月1日（土） セミナー 午後1時～2時 
　　　　　　　　　　　　　 相談会    午後2時15分～4時15分 

■場所　　下北山村　寺垣内コミュニティセンター
            〒639-3803　奈良県吉野郡下北山村大字寺垣内771

■費用　　無料

＊新型コロナウイルス感染拡大防止のため、会場内の換気、マスクの着用、入館時の手の消毒等にご
協力をお願いします。また、感染予防対策のためセミナー・相談会の参加は予約制とさせていただ
きます。ご予約は下記の連絡先で承ります。7月29日（水）までにお願い致します。

　村では、村の保有する資産を有効活用して、新たな財源を確保し村民サービスの向上に
努めるとともに、民間事業者へ広告媒体の提供を行うことで地域経済の活性化を図るた
め、広告事業を実施しています。

〇特定非営利活動法人空き家コンシェルジュ
（奈良県橿原市小房町9-32) 

〇下北山村役場　地域創生推進室 

〇上北山村役場　企画政策課 

空き家セミナー・
相談会を開催します！【予約制】
空き家セミナー・
相談会を開催します！【予約制】

●例えば、こんなお悩みはありませんか？ 
■年に何度か（盆・正月や法事の時）は帰るため、家を売ったり貸したりはできないが、十分な

管理ができていない。 

■空き家にかかる管理や修繕の費用を抑えたい。

そんな、空き家の「どうすればいいのかわからない！」に対して、維持管理の方法や、今まで

考えていなかったような活用方法まで「建築」・「税務」・「法務」といった幅広い分野の専

門家がしっかりと話を聞き、実際の家を見て（調査して）どのように管理、活用していくか

を提案します。 

下北山村・上北山村の合同で相談会を開催いたします。 

ご予約・お問い合わせ先

7月29日（水） までに
ご予約をお願いします。

空き家を所有されている皆さま 

NPO法人で奈良県初の「空き家管理」に特化した団体です。行政や地域との連携をはじめ、
建築・税務・法務など各専門家スタッフによる、奈良県内の空き家を通して地域活性につなげ
ていく活動を進めています。

TEL 0744一35一6211

TEL 07468一6一0001 

TEL 07468一2一0001 

●特定非営利活動法人空き家コンシェルジュについて●特定非営利活動法人空き家コンシェルジュについて

お問い合わせ 役場総務課　TEL 2-0001

■ 掲載可能媒体
　広報紙、各戸配布物（広告チラシ）、ホームページ、かみきた通信

■ 広告掲載の位置
　広　 報　 紙 ： 広報紙最終ページの指定された位置
　ホームページ ： トップページ
　かみきた通信 ： トップページ（お知らせ）
　

■ 広告の規格
　広　 報　 紙 ： 縦６cm×横10．5cm
　各 戸 配 布 物  ： A4サイズ又はA3サイズ

　ホームページ ： 縦1.5cm×横5.5cm（バナー広告）
　かみきた通信 ： 表題26文字以内　原稿２００文字以内　
　　　　　　　　添付ファイル（JPEG又はPING）10MB以下

■ 申込方法
　上北山村有料広告掲載等申込書（様式第１号）に掲載しようとする広告案を添えて
　期限までに役場総務課へ提出してください。
　

■ 広告掲載料
　広　 報　 紙 ： 20,000円/回
　各 戸 配 布 物  ： １枚20円※枚数は広報紙の印刷部数と同数とします。

　ホームページ ： 20,000円/月
　かみきた通信 ： 3ヶ月掲載　４,０００円/回（放送後、３ヶ月掲載）　
　※ただし、村内事業者は広告料を４分の１とします。

　このほか、詳細は役場総務課、または村ホームページをご確認ください。　

（広告チラシ）

（広告チラシ）
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2
0
ー
1
1
1
9

奈
良
県
職
員
採
用
Ⅱ
種
試
験

（
森
林
管
理
職
）に
つ
い
て

海
上
保
安
大
学
校
学
生
採
用
試
験

奈
良
県
警
察
官
採
用
試
験

奈
良
県
広
域
消
防
組
合

消
防
職
員
採
用
募
集
案
内【
後
期
】

あ
な
た
も
自
衛
隊
で
働
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

【
防
衛
省
自
衛
隊
説
明
会
】

火 災 時 の 通 報
　１１９通報（消防署）
と同時に、役場にも必
ず通報してください。

役　場

ワースリビングかみきた
　診療所

　保健福祉課
　社会福祉協議会

教育委員会

上北山やまゆり学園

やまゆり保育園

村民総合会館

白川公民館

ふるさとふれあい会館

上下北山衛生センター
　し　尿
　ゴ　ミ

吉野警察署河合駐在所

吉野消防署北山分署

吉野土木事務所
工務第二課

関西電力㈱高田営業所

（休日及び午後５時15分以降
　は、役場に転送されます。）

２－０００１

２－００１６

３－０３８０

２－０１２９

２－００６６

２－００２７

２－０２３０

一般社団法人
ツーリズムかみきた

３－０３３０

３－０１２０

３－０２１８

５－２２２７
５－２２５１

２－０００５

５－２４５０

２－００９８

２－０102

０８００－７７７－８０５１ ■
募
集
内
容

　
①
警
察
官（
大
卒
区
分
）

　
　
男
性
５６
人
程
度
、女
性
７
人
程
度

　
②
警
察
官（
大
卒
区
分
以
外
）

　
　
男
性
２９
人
程
度
、女
性
４
人
程
度

■
対
象

　
①
昭
和
６２
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

で
、学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学（
短
期
大
学
を
除

く
）を
卒
業
し
た
人
又
は
令
和
３
年
3
月
末
日
ま

で
に
卒
業
見
込
み
の
人

　
②
右
記
以
外
の
人

■
受
付
期
間

　
郵
送（
簡
易
書
留
）・
持
参（
直
接
左
記
受
験
申

込
先
）：
8
月
21
日（
金
）ま
で

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト（
県
警
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）：

8
月
17
日（
月
）ま
で

■
試
験
日（
第
一
次
試
験
）

　
教
養
試
験・論（
作
）文
試
験
：
9
月
20
日（
日
）

　
体
力
試
験
・口
述
試
験
：
10
月
10
日（
土
）、11

日（
日
）の
う
ち
指
定
す
る
日

※
右
記
以
外
に
、特
別
区
分（「
武
道
A
」「
武
道

B
」「
サ
イ
バ
ー
捜
査
官
」）に
よ
る
採
用
試
験
を

実
施
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ・
受
験
申
込
先

　
奈
良
県
警
察
本
部
警
務
課
採
用
係

　
〒
６
３
０
ー
８
５
７
８ 

奈
良
市
登
大
路
町

８０
番
地

　
T
E
L
：
０
１
２
０
ー
３
５
１
ー
２
０
４

（
採
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

U
R
L
：http://www.police.pref.nara.jp/

■参加費：１０万円
　※令和元年度参加者以外は、複数回の応募可能。
　※参加者の高齢化を考慮し看護師同行。
　※日程等詳細はお問い合わせください。

　先の大戦で父等を亡くした戦没者の遺児を対象として、父等の
戦没した旧戦域を訪れ、慰霊追悼を実施するとともに、同地域の
住民と友好親善をはかることを目的としています。

お問合せ先　日本遺族会事務局　０３－３２６１―５５２１

戦没者遺児の皆さんへ
～戦没者遺児による
慰霊友好親善事業への
参加募集のご案内～

戦没者遺児の皆さんへ
～戦没者遺児による
慰霊友好親善事業への
参加募集のご案内～

　8月は高温多湿のため電気事故などが発生しやすい月です。
　電気は便利な反面、使い方を誤ると大変危険です。
　日頃から電気の使用安全を心掛けましょう。

電気使用安全月間電気使用安全月間

農薬の適正使用の徹底を
お願いします

関西電気保安協会　奈良支店
TEL０７４２－３２－１３７１お問合せ先

お問合せ先

　農薬を使うときは周辺の人、物、農作物などに配慮してくださ
い。
　農薬はラベルに表示されている内容に従って使用することが義
務づけられています。
　学校・公園・住宅地に隣接する場所で農薬を使用する場合は、飛
散防止の取組と周辺住民への事前周知を徹底しましょう。

奈良県食と農の振興部　農業水産振興課　農産物ブランド戦略係
TEL：０７４２－２７－７４４２



11

　
奈
良
県
で
は
、ス
イ
ス
や
ド
イ
ツ
の
森
林
管
理

官（
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
）を
参
考
と
し
た
「
奈
良
県

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
」（
市
町
村
に
お
い
て
、長
期
間
、

同
一
の
森
林
に
関
す
る
行
政
事
務
を
担
う
奈
良

県
職
員
）と
な
る
職
員（
森
林
管
理
職
）を
採
用

す
る
た
め
の
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

■
試
験
日
程
等

　
申
込
期
間
：
8
月
18
日（
火
）午
前
9
時
〜
9

月
3
日（
木
）正
午

　
第
一
次
試
験
：
9
月
27
日（
日
）

　
第
二
次
試
験
：
11
月
4
日（
水
）〜
11
月
9
日

（
月
）ま
で
の
う
ち
指
定
す
る
１
日

■
受
験
資
格

　
昭
和
55
年
4
月
2
日
〜
平
成
15
年
4
月
1
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
人

■
試
験
種
目

　
第
一
次
試
験
：
教
養
試
験
、作
文
試
験
、適
性

検
査

　
第
二
次
試
験
：
口
述
試
験

■
そ
の
他

　
こ
の
試
験
に
合
格
し
、採
用
さ
れ
た
方
は
、県

職
員
と
し
て
令
和
３
年
４
月
開
校
予
定
の
奈
良

県
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
ア
カ
デ
ミ
ー
に
入
学
し
、２
年

間
の
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
学
科
に
お
け
る
教
育
を
経

て
、卒
業
後
に「
奈
良
県
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
」に
任
命

さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
試
験
に
林
学
の
専
門
知
識
を
必
要
と
す
る
種

目
は
無
く
、奈
良
県
へ
Ｕ
、Ｊ
、Ｉ
タ
ー
ン
を
検
討

さ
れ
て
い
る
方
、奈
良
県
の
森
林
に
関
心
を
持
つ

方
な
ど
、広
く
受
験
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
採
用
試
験
の
詳
し
い
情
報
は
、
奈
良
県
人

事
委
員
会
事
務
局
の
H
P

（h
ttp

://w
w

w
.p

ref.n
a

ra
.jp

/
9

7
2

3
.h

tm

）
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
就
職
・
転
職
を
お
考
え
の
方
、こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時
：
8
月
17
日（
月
）・
18
日（
火
）

　
第
一
回
　
午
前
10
時
〜
12
時

　
第
二
回
　
午
後
1
時
〜
午
後
3
時

■
場
所
：
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
下
市
　
２
階
会
議
室

※
事
前
申
込
は
不
要
で
す
。

　
状
況
に
よ
り
、細
部
場
所
や
日
時
等
が
変
更
に

な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ・
連
絡
先

自
衛
隊
奈
良
地
方
協
力
本
部
五
條
地
域
事
務
所

　
T
E
L
：
０
７
４
７
ー
２
２
ー
３
７
８
９

　
担
当
：
西
嶋（
に
し
じ
ま
）

　
海
上
保
安
庁
は
、2
0
2
0
年
度「
海
上
保
安

大
学
校
学
生
採
用
試
験
」
を
左
記
の
と
お
り
実

施
し
ま
す
。

■
受
験
資
格

　
令
和
2
年
4
月
1
日
に
お
い
て
高
等
学
校
又

は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た
日
の
翌
日
か

ら
起
算
し
て
２
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者
及
び

令
和
3
年
3
月
ま
で
に
高
等
学
校
又
は
中
等
教

育
学
校
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者

　
ま
た
は
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

■
受
付
期
間
：
8
月
27
日（
木
）〜
9
月
7
日（
月
）

■
一
次
試
験
：
10
月
31
日（
土
）〜
11
月
1
日（
日
）

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
大
阪
海
上
保
安
監
部
管
理
課

　
〒
5
5
2
ー
0
0
2
1

大
阪
市
港
区
築
港
4
丁
目
10
番
3
号

T
E
L
：
0
6
ー
6
5
7
1
ー
0
2
2
1

　
奈
良
県
広
域
消
防
組
合
で
は
、令
和
3
年
4
月

1
日
採
用
予
定
の
消
防
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
区
分

　
短
大
・
高
校
区
分

■
募
集
案
内
詳
細

　
令
和
2
年
7
月
下
旬
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
掲

載
予
定

U
R
L
：

h
ttp

://w
w

w
.n

araksk119.jp

■
お
問
い
合
わ
せ

　
奈
良
県
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部
人
事
企
画

課
人
事
係

　
橿
原
市
慈
明
寺
町
1
4
9
番
地

T
E
L
：
0
7
4
4
ー
2
0
ー
1
1
1
9

奈
良
県
職
員
採
用
Ⅱ
種
試
験

（
森
林
管
理
職
）に
つ
い
て

海
上
保
安
大
学
校
学
生
採
用
試
験

奈
良
県
警
察
官
採
用
試
験

奈
良
県
広
域
消
防
組
合

消
防
職
員
採
用
募
集
案
内【
後
期
】

あ
な
た
も
自
衛
隊
で
働
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

【
防
衛
省
自
衛
隊
説
明
会
】

火 災 時 の 通 報
　１１９通報（消防署）
と同時に、役場にも必
ず通報してください。

役　場

ワースリビングかみきた
　診療所

　保健福祉課
　社会福祉協議会

教育委員会

上北山やまゆり学園

やまゆり保育園

村民総合会館

白川公民館

ふるさとふれあい会館

上下北山衛生センター
　し　尿
　ゴ　ミ

吉野警察署河合駐在所

吉野消防署北山分署

吉野土木事務所
工務第二課

関西電力㈱高田営業所

（休日及び午後５時15分以降
　は、役場に転送されます。）

２－０００１

２－００１６

３－０３８０

２－０１２９

２－００６６

２－００２７

２－０２３０

一般社団法人
ツーリズムかみきた

３－０３３０

３－０１２０

３－０２１８

５－２２２７
５－２２５１

２－０００５

５－２４５０

２－００９８

２－０102

０８００－７７７－８０５１ ■
募
集
内
容

　
①
警
察
官（
大
卒
区
分
）

　
　
男
性
５６
人
程
度
、女
性
７
人
程
度

　
②
警
察
官（
大
卒
区
分
以
外
）

　
　
男
性
２９
人
程
度
、女
性
４
人
程
度

■
対
象

　
①
昭
和
６２
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

で
、学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学（
短
期
大
学
を
除

く
）を
卒
業
し
た
人
又
は
令
和
３
年
3
月
末
日
ま

で
に
卒
業
見
込
み
の
人

　
②
右
記
以
外
の
人

■
受
付
期
間

　
郵
送（
簡
易
書
留
）・
持
参（
直
接
左
記
受
験
申

込
先
）：
8
月
21
日（
金
）ま
で

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト（
県
警
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）：

8
月
17
日（
月
）ま
で

■
試
験
日（
第
一
次
試
験
）

　
教
養
試
験・論（
作
）文
試
験
：
9
月
20
日（
日
）

　
体
力
試
験
・口
述
試
験
：
10
月
10
日（
土
）、11

日（
日
）の
う
ち
指
定
す
る
日

※
右
記
以
外
に
、特
別
区
分（「
武
道
A
」「
武
道

B
」「
サ
イ
バ
ー
捜
査
官
」）に
よ
る
採
用
試
験
を

実
施
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ・
受
験
申
込
先

　
奈
良
県
警
察
本
部
警
務
課
採
用
係

　
〒
６
３
０
ー
８
５
７
８ 

奈
良
市
登
大
路
町

８０
番
地

　
T
E
L
：
０
１
２
０
ー
３
５
１
ー
２
０
４

（
採
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

U
R
L
：http://www.police.pref.nara.jp/

■参加費：１０万円
　※令和元年度参加者以外は、複数回の応募可能。
　※参加者の高齢化を考慮し看護師同行。
　※日程等詳細はお問い合わせください。

　先の大戦で父等を亡くした戦没者の遺児を対象として、父等の
戦没した旧戦域を訪れ、慰霊追悼を実施するとともに、同地域の
住民と友好親善をはかることを目的としています。

お問合せ先　日本遺族会事務局　０３－３２６１―５５２１

戦没者遺児の皆さんへ
～戦没者遺児による
慰霊友好親善事業への
参加募集のご案内～

戦没者遺児の皆さんへ
～戦没者遺児による
慰霊友好親善事業への
参加募集のご案内～

　8月は高温多湿のため電気事故などが発生しやすい月です。
　電気は便利な反面、使い方を誤ると大変危険です。
　日頃から電気の使用安全を心掛けましょう。

電気使用安全月間電気使用安全月間

農薬の適正使用の徹底を
お願いします

関西電気保安協会　奈良支店
TEL０７４２－３２－１３７１お問合せ先

お問合せ先

　農薬を使うときは周辺の人、物、農作物などに配慮してくださ
い。
　農薬はラベルに表示されている内容に従って使用することが義
務づけられています。
　学校・公園・住宅地に隣接する場所で農薬を使用する場合は、飛
散防止の取組と周辺住民への事前周知を徹底しましょう。

奈良県食と農の振興部　農業水産振興課　農産物ブランド戦略係
TEL：０７４２－２７－７４４２
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広　報 かみきたやま
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
、「
新

し
い
生
活
様
式
」
と
し
て
、一
人

ひ
と
り
が
感
染
防
止
の
３
つ

の
基
本
で
あ
る
、１
身
体
的
距

離
の
確
保
、２
．マ
ス
ク
の
着

用
、３
．手
洗
い
や
「
３
密
（
密

集
・
密
接
・
密
閉
）
」
を
避
け
る

等
の
対
策
を
取
り
入
れ
た
生

活
様
式
を
実
践
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
こ

と
か
ら
、夏
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、皆
様
に
は
、例
年
よ
り
も
一

層
熱
中
症
に
も
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
の「
新
し

い
生
活
様
式
」に
お
け
る
熱
中

症
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と

め
ま
し
た
。

❶
マ
ス
ク
の
着
用
に
つ
い
て

　
マ
ス
ク
は
飛
沫
の
拡
散
予

防
に
有
効
で
、「
新
し
い
生
活

様
式
」
で
も
一
人
ひ
と
り
の
方

の
基
本
的
な
感
染
対
策
と
し

て
着
用
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
た
だ
し
、マ
ス
ク
を
着
用

し
て
い
る
と
、心
拍
数
や
呼
吸

数
、体
感
温
度
が
上
昇
す
る
な

ど
、身
体
に
負
担
が
か
か
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、高
温
や
多
湿
と
い
っ
た
環

境
下
で
の
マ
ス
ク
着
用
は
熱

中
症
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
屋
外
で
人
と
十
分
な
距
離

（
少
な
く
と
も
２
ｍ
以
上
）
が

確
保
で
き
る
場
合
に
は
、マ
ス

ク
を
は
ず
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

　
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
場
合

は
、強
い
負
荷
の
作
業
や
運
動

は
避
け
、の
ど
が
渇
い
て
な
く

て
も
こ
ま
め
に
水
分
補
給
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、周

囲
の
人
と
の
距
離
を
十
分
に

と
れ
る
場
所
で
、マ
ス
ク
を
一

時
的
に
は
ず
し
て
休
憩
す
る

こ
と
も
必
要
で
す
。

　
外
出
時
は
暑
い
日
や
時
間

帯
を
避
け
、涼
し
い
服
装
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

❷
エ
ア
コ
ン
の
使
用
に
つ
い
て

　
熱
中
症
予
防
の
た
め
に
は

エ
ア
コ
ン
の
活
用
が
有
効
で

す
。
た
だ
し
、一
般
的
な
家
庭

用
エ
ア
コ
ン
は
、空
気
を
巡
回

さ
せ
る
だ
け
で
換
気
を
行
っ

て
い
ま
せ
ん
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
策
の
た
め
に
は
、冷

房
時
で
も
窓
開
放
や
換
気
扇

に
よ
っ
て
こ
ま
め
に
換
気
を
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。換
気
に

よ
り
室
内
温
度
が
高
く
な
り

が
ち
な
の
で
、エ
ア
コ
ン
の
温

度
設
定
を
下
げ
る
な
ど
の
調

整
を
し
ま
し
ょ
う
。

❸
涼
し
い
場
所
へ
の
移
動
に

つ
い
て

　
少
し
で
も
体
調
に
異
変
を

感
じ
た
ら
、速
や
か
に
涼
し
い

場
所
に
移
動
す
る
こ
と
が
、熱

中
症
予
防
に
有
効
で
す
。一
方

で
、人
数
制
限
等
に
よ
り
屋
内

の
店
舗
等
に
す
ぐ
入
る
こ
と

が
で
き
な
い
場
合
も
あ
る
と

思
い
ま
す
。そ
の
際
は
、屋
外

で
も
日
陰
や
風
通
し
の
良
い

場
所
に
移
動
し
て
く
だ
さ
い
。

❹
日
頃
の
健
康
管
理
に
つ
い

て　
「
新
し
い
生
活
様
式
」
で

は
、毎
朝
な
ど
、定
時
の
体
温

測
定
、健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
は
、

熱
中
症
予
防
に
も
有
効
で
す
。

平
熱
を
知
っ
て
お
く
こ
と
で
、

発
熱
に
早
く
気
付
く
こ
と
も

で
き
ま
す
。日
頃
か
ら
ご
自
身

の
身
体
を
知
り
、健
康
管
理
を

充
実
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、体
調
が
悪
い
と
感
じ
た
時

は
、無
理
せ
ず
自
宅
で
静
養
す

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

❺
暑
さ
に
備
え
た
体
づ
く
り

　
暑
さ
に
備
え
、暑
く
な
り
始

め
の
時
期
か
ら
無
理
の
な
い

範
囲
で
適
度
に
運
動
「
や
や
暑

い
環
境
」
で
「
や
や
き
つ
い
」

と
感
じ
る
強
度
で
行
い
ま

し
ょ
う
。

　
高
齢
者
・
子
ど
も
・
障
害
の

お
持
ち
の
方
々
は
熱
中
症
に

な
り
や
す
い
の
で
十
分
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。周
囲
の
方
か

ら
も
積
極
的
な
声
掛
け
を
お

願
い
し
ま
す
。

熱
中
症
予
防
×
コ
ロ
ナ
感
染
防
止

年金だより

　令和2年2月以降に収入が減少した場合は、令和2年度サイクル（令和2年7月～令和3年6月）

においても同様に申請ができます

令和元年度分として ： 令和2年2月分から令和2年6月分まで
令和 2 年度分として ： 令和2年7月分から令和3年6月分まで 

１.国民年金保険料免除・納付猶予申請書
※申請書⑫特例認定区分欄「3．その他」に○をし、「臨時特例」と記入します。 

2.所得の申立書【簡易な所得見込額の申立書（臨時特例用）】
※令和元年度分と令和2年度分の2年度分の申請を希望される場合は、同時に申請ができます。その場合、

　申請書は2枚必要となりますが、所得の申立書は1枚記入いただくことで、両年度の添付書類として扱います。 

申請書の提出先は、役場の国民年金担当窓ロ、または年金事務所です。

（感染防止の観点から、郵送での提出を推奨しています。) 

※1　　令和2年2月以降の任意の月（収入が最も低い月）における所得額を12ヶ月分
に換算し、見込みの経費等を控除し算出します。

※2　　当年中の所得見込み額が一部免除基準相当に該当する場合は、それぞれの基
準に相当する一部免除が適用になります。

※3　　免除等の判定においては、世帯主及び配偶者（納付猶予は配偶者のみ）も審査
の対象となります。 

1．新型コロナウイルス感染症の影響により、令和2年2月以降に収入が減少した方

2.令和2年2月以降の所得の状況からみて、当年中の所得見込み額（※1）が、国民年金
保険料免除基準相当（※2) (※3）になることが見込まれる方 

新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減少してる方へ

対象者

申請対象期間

申請方法

申請に必要なもの

以下、いずれも該当する方が対象になります。（対象者に変更はありません）

※050から始まる電話番号でおかけになる場合は03-6700-1165
　お問合せの際は、基礎年金番号がわかるものをご用意ください。

TEL：０５７０－０５－１１６５
お申込み・お問合せ：『ねんきんダイヤル』
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と
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予
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有
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新
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活

様
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も
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の
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の
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的
な
感
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対
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と
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て
着
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を
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ま
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だ
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と
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昇
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な

ど
、身
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が
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こ
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し
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と
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着
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は
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中
症
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リ
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が
高
ま
る
お

そ
れ
が
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ま
す
。

　
屋
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で
人
と
十
分
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距
離

（
少
な
く
と
も
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以
上
）
が
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で
き
る
場
合
に
は
、マ
ス

ク
を
は
ず
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
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マ
ス
ク
を
着
用
す
る
場
合

は
、強
い
負
荷
の
作
業
や
運
動

は
避
け
、の
ど
が
渇
い
て
な
く

て
も
こ
ま
め
に
水
分
補
給
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、周

囲
の
人
と
の
距
離
を
十
分
に

と
れ
る
場
所
で
、マ
ス
ク
を
一

時
的
に
は
ず
し
て
休
憩
す
る

こ
と
も
必
要
で
す
。

　
外
出
時
は
暑
い
日
や
時
間

帯
を
避
け
、涼
し
い
服
装
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

❷
エ
ア
コ
ン
の
使
用
に
つ
い
て

　
熱
中
症
予
防
の
た
め
に
は

エ
ア
コ
ン
の
活
用
が
有
効
で

す
。
た
だ
し
、一
般
的
な
家
庭

用
エ
ア
コ
ン
は
、空
気
を
巡
回

さ
せ
る
だ
け
で
換
気
を
行
っ

て
い
ま
せ
ん
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
策
の
た
め
に
は
、冷

房
時
で
も
窓
開
放
や
換
気
扇

に
よ
っ
て
こ
ま
め
に
換
気
を
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。換
気
に

よ
り
室
内
温
度
が
高
く
な
り

が
ち
な
の
で
、エ
ア
コ
ン
の
温

度
設
定
を
下
げ
る
な
ど
の
調

整
を
し
ま
し
ょ
う
。

❸
涼
し
い
場
所
へ
の
移
動
に

つ
い
て

　
少
し
で
も
体
調
に
異
変
を

感
じ
た
ら
、速
や
か
に
涼
し
い

場
所
に
移
動
す
る
こ
と
が
、熱

中
症
予
防
に
有
効
で
す
。一
方

で
、人
数
制
限
等
に
よ
り
屋
内

の
店
舗
等
に
す
ぐ
入
る
こ
と

が
で
き
な
い
場
合
も
あ
る
と

思
い
ま
す
。そ
の
際
は
、屋
外

で
も
日
陰
や
風
通
し
の
良
い

場
所
に
移
動
し
て
く
だ
さ
い
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❹
日
頃
の
健
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管
理
に
つ
い

て　
「
新
し
い
生
活
様
式
」
で

は
、毎
朝
な
ど
、定
時
の
体
温

測
定
、健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
は
、

熱
中
症
予
防
に
も
有
効
で
す
。

平
熱
を
知
っ
て
お
く
こ
と
で
、

発
熱
に
早
く
気
付
く
こ
と
も

で
き
ま
す
。日
頃
か
ら
ご
自
身

の
身
体
を
知
り
、健
康
管
理
を

充
実
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、体
調
が
悪
い
と
感
じ
た
時

は
、無
理
せ
ず
自
宅
で
静
養
す

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

❺
暑
さ
に
備
え
た
体
づ
く
り

　
暑
さ
に
備
え
、暑
く
な
り
始

め
の
時
期
か
ら
無
理
の
な
い

範
囲
で
適
度
に
運
動
「
や
や
暑

い
環
境
」
で
「
や
や
き
つ
い
」

と
感
じ
る
強
度
で
行
い
ま

し
ょ
う
。

　
高
齢
者
・
子
ど
も
・
障
害
の

お
持
ち
の
方
々
は
熱
中
症
に

な
り
や
す
い
の
で
十
分
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。周
囲
の
方
か

ら
も
積
極
的
な
声
掛
け
を
お

願
い
し
ま
す
。

熱
中
症
予
防
×
コ
ロ
ナ
感
染
防
止

年金だより

　令和2年2月以降に収入が減少した場合は、令和2年度サイクル（令和2年7月～令和3年6月）

においても同様に申請ができます

令和元年度分として ： 令和2年2月分から令和2年6月分まで
令和 2 年度分として ： 令和2年7月分から令和3年6月分まで 

１.国民年金保険料免除・納付猶予申請書
※申請書⑫特例認定区分欄「3．その他」に○をし、「臨時特例」と記入します。 

2.所得の申立書【簡易な所得見込額の申立書（臨時特例用）】
※令和元年度分と令和2年度分の2年度分の申請を希望される場合は、同時に申請ができます。その場合、

　申請書は2枚必要となりますが、所得の申立書は1枚記入いただくことで、両年度の添付書類として扱います。 

申請書の提出先は、役場の国民年金担当窓ロ、または年金事務所です。

（感染防止の観点から、郵送での提出を推奨しています。) 

※1　　令和2年2月以降の任意の月（収入が最も低い月）における所得額を12ヶ月分
に換算し、見込みの経費等を控除し算出します。

※2　　当年中の所得見込み額が一部免除基準相当に該当する場合は、それぞれの基
準に相当する一部免除が適用になります。

※3　　免除等の判定においては、世帯主及び配偶者（納付猶予は配偶者のみ）も審査
の対象となります。 

1．新型コロナウイルス感染症の影響により、令和2年2月以降に収入が減少した方

2.令和2年2月以降の所得の状況からみて、当年中の所得見込み額（※1）が、国民年金
保険料免除基準相当（※2) (※3）になることが見込まれる方 

新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減少してる方へ

対象者

申請対象期間

申請方法

申請に必要なもの

以下、いずれも該当する方が対象になります。（対象者に変更はありません）

※050から始まる電話番号でおかけになる場合は03-6700-1165
　お問合せの際は、基礎年金番号がわかるものをご用意ください。

TEL：０５７０－０５－１１６５
お申込み・お問合せ：『ねんきんダイヤル』
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主な内容
村のようす

税・保険料の納期限

納期限までに納めましょう。
便利な口座振替もご利用く
ださい。

令和2年7月1日現在

世帯数
人　口
男
女
面　積

３０３（±０）
４９２（＋１）
２５４（±０）
２３８（＋１）
274.22k㎡

【７月３１日】

広
報
か
み
き
た
や
ま
　

N
O
.628号

発
行
／
上
北
山
村
役
場
　
　
編
集
／
総
務
課

・固定資産税　　　  第２期
・国民健康保険税　  第１期
・長寿（後期高齢者）保険料 第１期

― 毎月11日は「人権を確かめあう日」―

7/4　西原虫送り

Ｐ２～４
Ｐ４
Ｐ５
Ｐ６・７
Ｐ８
Ｐ９

6月定例村議会・一般質問…………………
村工事入札……………………………………
村の出来事…………………………………
新型コロナウイルス感染症対策事業………
上北山村有料広告募集のお知らせ…………
空き家相談会………………………………

Ｐ１０
Ｐ１１
Ｐ１２
Ｐ１３
Ｐ１４

お知らせ……………………………………
戦没者遺児の皆さんへほか…………………
年金だより…………………………………
保健師だより………………………………
村制130周年記念表彰ほか…………………

 
 
 
 

永年の功績に対して
表彰状が贈られました
永年の功績に対して
表彰状が贈られました

7月3日（金）、永年にわたり
上北山村の村長として村の舵
取りを努められた福西　力さん
に村制130周年記念として本村
より表彰いたしました。
氏は昭和６３年12月２３日か

ら平成２８年12月22日までの7
期２８年間、本村に奉職し、豊富
な経験と卓越した見識をもっ
て、地方自治の発展に貢献さ
れました。

２０２１年版２０２１年版 奈良県民手帳の
予約受付を開始します

奈良県民手帳の
予約受付を開始します
表紙は県章の色であるすほう色及び黒色の２種類から選んで
いただけます。
県内の官公庁や救急医療施設の住所一覧、県民相談窓口に
加え、人口や産業など、全国と県、市町村の主要統計データ、県
内の郵便番号、大和の主な年中行
事などの情報を掲載し、日記の
ページには、過去５年間の天気
マークも付いています。
一冊６００円で１１月に販売を予定

しています。
ご予約は８月３１日（月）までに役
場総務課で受け付けています。

令和２年６月号１３ページ「法務局」の記事において問合せ先に
誤りがありました。訂正してお詫び申し上げます。

１３ページ
【訂正前】奈良地方法務局桜井支局　TEL０７４４－４２－２８９６
【訂正後】奈良地方法務局五條支局　TEL０７４７－２２－２４８４

～伝統の火を絶やさない～
掲載記事の訂正とお詫び


